
心も体も弾ませて
体にいいことしてますか！
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【
東
部
農
業
委
員
会
】

　
大
曲
選
挙
区

＝

16
人

　
中
仙
選
挙
区

＝

９
人

　
仙
北
選
挙
区

＝

８
人

　
太
田
選
挙
区

＝

７
人

【
西
部
農
業
委
員
会
】

　
神
岡
選
挙
区

＝

４
人

　
西
仙
北
選
挙
区
＝

11
人

　
協
和
選
挙
区

＝

９
人

　
南
外
選
挙
区

＝

６
人

　
次
の
①
②
③
の
事
項
に
該
当
し
、
選
挙
期

日（
７
月
10
日
）に
満
20
歳
以
上
の
方（
昭
和
60

年
７
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）に
は
被
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
。（
こ
の
場
合
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
）立
候
補
予

定
者
は
選
挙
区
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
受
付
会

場
で
立
候
補
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
東
部
お
よ
び
西
部
農
業
委
員
会
の
区
域

に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
が
あ
り
耕
作
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
耕
作
し
て
い
る
方
の
同

居
の
親
族
か
、
そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
よ

そ
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

◆
日
時
／
７
月
３
日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

◆
会
場
／
左
表
の
立
候
補
受
付
会
場

　
前
の
①
②
③
の
事
項
に
該
当
し
、
平
成
17

年
３
月
31
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上（
昭
和

60
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
今

年
３
月
31
日
に
確
定
し
た
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
農
業

委
員
会
の
区
域
外
に
転
出
し
た
り
、
婚
姻
や

農
地
の
売
却
な
ど
で
離
農
さ
れ
た
方
は
選
挙

権
が
無
く
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す

投 票 日／７月 10日（日）
投票時間／午前７時～午後７時

大
仙
市
東
部
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
及
び
西
部
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　
大
仙
市
東
部
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
及
び
西
部
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
、
７
月
３
日（
日
）

に
告
示
さ
れ
、
７
月
10
日（
日
）に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
大
仙
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、

各
支
所
単
位
で
定
数
が
定
め
ら
れ
た
選
挙
区
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
に
投
票
所
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

選
挙
区
と
委
員
の
数

立
候
補
受
け
付
け

選
挙
権

期日前投票期間 ／７月４日（月）～９日（土）
期日前投票時間 ／午前 8時 30分～午後 8時
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◆
投
票
日
時
／
７
月
10
日（
日
）午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で

◆
投
票
所
／
左
表
の
投
票
所

　
投
票
日
の
午
後
８
時
か
ら
、
左
表
の
開
票

会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
８
７（
72
）２
１
６
７
ま
で

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票
日

開
票

【東部農業委員会投票所】【西部農業委員会投票所】

立候補受付会場

大曲総合支所

神岡福祉センター

西仙北総合支所

中仙総合支所

協和総合支所

南外コミュニティセンター

仙北総合支所

太田農村環境改善センター

期日前投票会場

大曲総合支所

神岡福祉センター

西仙北総合支所

中仙総合支所

協和総合支所

南外総合支所

仙北総合支所

太田農村環境改善センター

開票会場

大曲体育館

神岡福祉センター

西仙北中央公民館

中仙農村環境改善センター

協和体育館

南外コミュニティセンター

仙北就業改善センター

太田農村環境改善センター

【立候補受付会場・期日前投票会場・開票会場】

　
選
挙
の
当
日
、
投
票
に
行
け
な
い
方
の
た

め
に
期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
仕

事
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど
で
投
票
に
行

け
な
い
方
は
早
め
に
期
日
前
投
票
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
市
内
の
病
院
等
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
院
長
ま
た
は
施
設
長
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
と
も

に
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
期
間
／
７
月
４
日（
月
）か
ら
９
日（
土
）ま
で

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

◆
会
場
／
下
表
の
期
日
前
投
票
会
場

選挙区

大　曲

神　岡

西仙北

中　仙

協　和

南　外

仙　北

太　田

投票所名

神岡福祉センター

神岡中央公民館蒲分館

福島自治会館

北楢岡公民館

神岡中央公民館神清水分館

西仙北中央公民館

西仙北スポーツセンター

旧土川児童館

鳥井野・沖田部落会館

心像部落会館

西今泉公民館

西仙北林業者健康増進施設

杉山田部落会館

八木山部落会館

西仙北青少年自然の家

秋通部落会館

西仙北農村交流施設

強首保育園

強首地区多目的研修施設

九升田部落生活センター

寺館保育園

木売沢部落会館

協和児童館

上淀川エコ対策センター

荒川福祉会館

牛沢又コミュニティセンター

稲沢小学校

峰吉川基幹集落センター

船沢自治会館

一ノ渡会館

宇津野芋台自治会館

沢内高齢者健康増進ふれあい館

白岩部落会館

淀川分館

小種老人憩の家

南小学区コミュニティー

高野地域多目的集会所

南外コミュニティセンター

湯ノ又児童館

及位児童館

投票区名

第101投票区

第102投票区

第103投票区

第104投票区

第105投票区

第201投票区

第202投票区

第203投票区

第204投票区

第205投票区

第206投票区

第207投票区

第208投票区

第209投票区

第210投票区

第211投票区

第212投票区

第213投票区

第214投票区

第215投票区

第216投票区

第217投票区

第401投票区

第402投票区

第403投票区

第404投票区

第405投票区

第406投票区

第407投票区

第408投票区

第409投票区

第410投票区

第411投票区

第412投票区

第413投票区

第501投票区

第502投票区

第503投票区

第504投票区

第505投票区

神
　
　
岡

西
　
　
仙
　
　
北

協
　
　
　
和

南
　
外

投票区名

第 １ 投票区

第 ２ 投票区

第 ３ 投票区

第 ４ 投票区

第 ５ 投票区

第 ６ 投票区

第 ７ 投票区

第 ８ 投票区

第 ９ 投票区

第 10 投票区

第 11 投票区

第301投票区

第302投票区

第303投票区

第304投票区

第305投票区

第306投票区

第601投票区

第602投票区

第701投票区

第702投票区

第703投票区

第704投票区

第705投票区

第706投票区

第707投票区

投票所名

サンクエスト大曲

高畑保育園

花館公民館

間倉豊後野担い手センター

伊岡児童館

内小友公民館

大川西根総合センター

藤木公民館

四ツ屋公民館

四ツ屋公民館松倉分館

角間川公民館

中仙農村総合管理施設（古柳館）

中仙総合支所市民ホール

中仙公民館鴬野分館

中仙公民館清水分館

中仙公民館豊川分館

中仙公民館豊岡分館

仙北就業改善センター

横堀小学校

川口児童館

太田ひがし幼稚園

小曽野文化センター

横沢会館

三本扇児童館

駒場部落会館

太田北部地区多目的研修センター

大
　
　
　
曲

中
　
　
仙

仙 

北

太
　
　
田
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3
臨時職員募集
介護老人保健施設幸寿園

　介護老人保健施設「幸寿園」（強首上野台12－

15）では臨時職員を募集します｡

◆職種・定員／介護補助員１人

◆受験資格／通勤が可能で、高齢者の介護に理

解のある方

◆雇用条件／

　賃金／日額5,600円

　通勤手当／なし

　勤務時間／午前８時30分～午後５時30分

　休日／土曜・日曜日、祝日

◆申し込み方法／履歴書（家族構成を記載）に写

真を添付し提出（郵送可）

※試験日、試験会場については後日連絡します。

◆申込受付期限／７月14日（木）※当日必着

◆採用予定／８月１日（月）から

【問い合わせ・申し込み】

介護老人保健施設幸寿園

☎ 0187-77-2226まで

2
臨時職員募集
特別養護老人ホーム愛幸園

　特別養護老人ホーム「愛幸園」（神宮寺本郷道

南78）では臨時の看護職員を募集します。

◆職種・定員／看護職員１人

◆受験資格／看護師・准看護師資格を持ち、年

齢が55歳以下の方（業務経験不要）

◆雇用条件／

　賃金／日額6,700円

　通勤手当／なし

　勤務場所／特別養護老人ホームおよびデイ

サービスセンター

　勤務時間／

　午前９時～午後６時（愛幸園勤務の場合）

　午前８時30分～午後５時15分（デイサービ

スセンター勤務の場合）

　休日／土曜・日曜日、祝日

◆申し込み方法／履歴書に写真と看護師または

准看護師資格の写しを添付し提出（郵送可）

※試験日、試験会場については後日連絡します。

◆申込受付期限／７月19日（火）※当日必着

◆採用予定／８月１日（月）から

【問い合わせ】

特別養護老人ホーム愛幸園

☎ 0187-87-1080まで

支給します
福祉奨学資金・父子手当1

■福祉奨学資金

　高等学校または高等専門学校入学後に、経済

的理由により修学が困難な生徒を養育している

保護者に福祉奨学資金を支給します。

◆支給対象／

①市民税非課税世帯で、奨学金の支給を受けな
ければ修学できない方

②児童が心身ともに健康で学業成績の優良な方
③保護者の現住所が市内にある方
④授業料免除など他の制度を利用していない方
◆支給額／月額１万円

■父子手当

　市内に住所を有している父子家庭で、義務教

育終了前の児童を扶養している父に対して父子

手当を支給します。

◆支給対象／７月１日現在で父子家庭であり、

義務教育終了前の児童を扶養していること

◆支給額／児童一人につき年額１万円

◆申請期間／７月４日（月）から８日（金）までの

午前８時30分～午後５時

※本庁は７日（木）・８日（金）午後７時まで。

◆持参するもの／父子家庭であることを証明で

きる物（戸籍謄本等）、印鑑、口座番号を確認

できる物

【問い合わせ・申請】

各総合支所市民課

本庁児童家庭課家庭援護班（内線175）まで
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入居者を募集します
神岡・協和・南外地区の市営住宅5

◆入居資格／

①同居する親族がいること。ただし、老人や障害
者の方は単身でも入居できる場合があります。

②住宅に困っている方
③収入が条例で定められている収入基準以下の方
④市町村税に滞納がない方
⑤市内に居住する連帯保証人がいる方
◆入居予定日／８月１日（月）

◆家賃／入居者の収入や住宅の設備等によって

異なります

◆申込受付期間／７月１日（金）から14日（木）ま

での午前９時～午後５時（土曜・日曜日を除く）

◆募集住宅／

■神岡地区

神岡ＡＤ棟住宅　２戸（３ＤＫ・S54建設）

【問い合わせ・申し込み】

神岡総合支所土木課

☎ 0187-72-4609まで
■協和地区

境住宅　１戸（３ＤＫ・S59建設）

【問い合わせ・申し込み】

協和総合支所土木課

☎ 018-892-3708まで
■南外地区

梨木田住宅　１戸（３ＬＤＫ・Ｈ８建設）

【問い合わせ・申し込み】

南外総合支所土木課

☎ 0187-74-2111（内線241）まで

ごみの減量化・資源化を考えよう
ごみ処理施設見学会7

　今年２回目のごみ処理施設見学会を行いま

す。なお、今回の見学会は「秋田市総合環境セ

ンターリサイクルプラザ」を見学します。他市

の現状を見学し、ごみの減量について考えてみ

ませんか。

◆期日／７月11日（月）

◆集合時間・場所／

【大曲・中仙・南外・仙北・太田地区の方】

午後１時まで本庁正面玄関前

【神岡地区の方】

午後１時10分まで神岡総合支所正面玄関前

【西仙北地区の方】

午後１時20分まで西仙北総合支所正面玄関前

【協和地区の方】

午後１時30分まで協和総合支所正面玄関前

◆定員／40人（定員になり次第締め切り）

【問い合わせ・申し込み】

大曲総合支所環境課（内線117）まで

4
紹介します
秋田県文化財保護管理指導員

　県内の文化財の状況を把握し、保護に務めて

くださる平成17年度秋田県文化財保護管理指

導員（任期＝４月１日から平成18年３月31日

まで）の方々をご紹介します。

◆秋田県文化財保護指導員／

　伊 藤   博 さん（協和地区小種）

　佐 藤 蘭 子 さん（仙北地区堀見内）

　大 西 英 子 さん（仙北地区高梨）

◆大仙市内パトロール区域担当指導員／

森 本 彌 吉 さん（美郷町土崎）

【問い合わせ】

本庁文化財保護室

☎ 0187-63-8972まで

6
おいしい夏野菜をたっぷりと
四季の料理教室

　女性センターでは、四季の料理教室「夏の編」

を開講します。新鮮な夏野菜をしっかり食べて

暑い夏を乗り切りましょう。涼しいお菓子にも

挑戦します｡一緒に作ってみませんか。

◆日時／７月19日（火）午前10時～午後１時

◆会場／女性センター

◆定員／15人

◆参加費／1,000円（材料代）

◆持参するもの／エプロン、三角きん、筆記用具

◆講師／成田玲子さん

◆申込受付期限／７月11日（月）

【問い合わせ・申し込み】

女性センター

☎ 0187-62-1713まで

自由に学びあう
第２回夜なべ鞠水塾8

　大曲公民館では、「心豊かに さわやかに」を

テーマに第２回夜なべ鞠水塾を行います。

◆対象／市内在住者・勤務者

◆日時／７月13日（水）午後６時30分

※以降月１回（全７回）

◆会場／大曲公民館

◆定員／40人※定員になり次第締め切り

◆参加費／無料

◆演題／市町村合併あれこれ

◆講師／商工会議所専務理事 塩谷國太郎さん

【問い合わせ・申し込み】

大曲公民館（勤労青少年ホーム）

☎ 0187-62-1312まで

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
会
期
と
広
報
誌
編
集
の
関
係
か
ら
、
次
号
広
報
誌
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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◆
受
験
資
格
／

【
一
般
事
務
、
上
級
建
築
・
土
木
】

　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
59
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
中
級
建
築
・
土
木
】

　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
61
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
た
だ
し
、
大
学
を

卒
業
し
た
方
、
平
成
18
年
３
月
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
方
を
除
き
ま
す
。

◆
申
込
書
請
求
／
申
込
書
は
７
月
６
日（
水
）

か
ら
本
庁
総
務
部
人
事
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
の

大仙市役所
大曲仙北広域市町村圏組合
職員採用試験

大仙市役所
大曲仙北広域市町村圏組合
職員採用試験
平成18年４月採用予定の職員採用試験を行います。大仙市役所では事務・建築・土木（あわせ
て20人）、大曲仙北広域市町村圏組合では中級一般職（若干名）を募集しています。

平
成
17
年
度

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
採
用
試
験

◆
受
験
資
格
／
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校（
２
年

課
程
以
上
）を
卒
業
し
た
方
。
ま
た
は
平

成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
。

◆
申
込
書
請
求
／
申
込
書
は
大
曲
仙
北
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
管
理
課
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
封
筒
の
表
に

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
て
あ
て
先
を

明
記
し
た
返
信
用
封
筒（
A
４
）を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
予
定
人
数
／
若
干
名

◆
申
込
受
付
期
間
／
８
月
３
日（
水
）か
ら
24

日（
水
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
24
日（
水
）必
着

◆
試
験
詳
細
／

【
第
一
次
試
験
】

　
日
時
／
９
月
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

　
会
場
／
秋
田
経
済
法
科
大
学（
秋
田
市
）

　
試
験
科
目
／
短
大
卒
業
程
度
の
一
般
教

養
、
知
能
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験

【
第
二
次
試
験
】

　
詳
細（
日
時
・
会
場
）は
一
次
試
験
合
格
者
に

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　
試
験
科
目
／
筆
記（
小
論
文
）、
口
述
試
験

等

【
資
格
調
査
】

　
受
験
資
格
の
有
無
、
申
込
書
記
載
事
項
に

つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
／
採
用
後
は
知
的
障
害
者
更
生
施

設
で
従
事
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
管
理
課

〒
０
１
４
―
０
０
６
３

大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
２
丁
目
７
番
53
号

☎
０
１
８
７（
62
）５
１
８
７
ま
で

請
求
は
、本
庁
総
務
部
人
事
課
で
受
け
付

け
し
ま
す
。
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試

験
」
と
朱
書
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ
て
あ

て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒（
定
型
）を

必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
予
定
人
数
／
事
務
・
建
築
・
土
木
あ

わ
せ
て
20
人

◆
申
込
受
付
／
本
庁
総
務
部
人
事
課
で
、
７

月
11
日（
月
）か
ら
８
月
９
日（
火
）ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）受
け
付
け
ま
す
。

◆
試
験
詳
細
／

【
第
一
次
試
験
】

　
日
時
／
９
月
４
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時

　
会
場
／
大
仙
市
役
所
本
庁
舎

　
試
験
科
目
／
一
般
教
養
、
専
門
試
験

【
第
二
次
試
験
】

　
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

　
期
日
／
10
月
５
日（
水
）・
６
日（
木
）予
定

　
会
場
／
大
仙
市
役
所
本
庁

　
試
験
科
目
／
筆
記（
小
論
文
）、口
述
試
験
等

◆
そ
の
他
／
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
仙
市
役
所
総
務
部
人
事
課

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１(

内
線
２
０
５)

ま
で

平
成
17
年
度

大
仙
市
職
員
採
用
試
験

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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７
月
中
旬
に
納
付
書
を
発
送
し
ま
す
の

で
、
納
付
期
限
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

◆
対
象
／

①
年
金
額
が
18
万
円
未
満（
年
額
）ま
た
は
受

給
し
て
い
な
い
方

②
４
月
１
日
の
時
点
で
年
金
を
受
け
て
い
な

い
方

③
老
齢
福
祉
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　
介
護
保
険
料
が
年
間
６
回
に
分
け
て
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
・
６
月
・
８
月
の
３
回
は
仮
徴
収
で

前
年
度
の
２
月
と
同
じ
額
に
な
り
ま
す
。

（
調
整
に
よ
り
額
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
10
月
・
12
月
・
２
月
は
年
間
保
険
料
か
ら

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け

て
天
引
き
し
ま
す
。

　
昨
年
65
歳
に
な
り
、
４
月
１
日
現
在
で
年

ご存じですか

介護保険料の納付額

　
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の

介
護
保
険
料
は
前
年
の
所
得
や
今
年

度
の
住
民
税
課
税
状
況
に
よ
っ
て
決

ま
り
、
納
付
書
で
納
め
る
普
通
徴
収

と
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
る
特

別
徴
収
に
分
か
れ
ま
す
。

金
受
給
が
決
定
し
て
い
た
方
は
、
７
月
・
８

月
・
９
月
は
納
付
書
で
納
め
て
も
ら
い
、
10

月
以
降
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま

す
。

※
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
は
天
引
き
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収

■
特
別
徴
収

【問い合わせ】
介護保険事務所保険管理班
☎ 0187-86-3911まで

介護保険事務所からのお知らせ

※納期限を過ぎると、
保険料に加えて督
促手数料（１００
円）がかかる場合が
あります。

区　　分

生活保護受給者及び老齢福

祉年金受給者で世帯全員が

住民税非課税

世帯全員が住民税非課税

本人が住民税非課税（世帯

内に課税者がいる）

本人が住民税課税で合計所

得金額が200万円未満

本人が住民税課税で合計所

得金額が200万円以上

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

年額保険料

17,160円

25,740円

34,320円

42,900円

51,480円

平成17年度介護保険料 普通徴収保険料納期限日
および口座振替日

８月 １日

８月31日

９月30日

10月31日

11月30日

１月 ４日

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

■日 時 ／ ７月 18日（月）　午前10時～午後０時15分（予定）
■会 場 ／ 大曲市民会館

■内 容 ／ 市町村合併功労者総務大臣表彰、感謝状贈呈
わたる

記念講演（千葉大学教授　大 森  彌 さん）ほか

みなさんで大仙市の誕生をお祝いしませんか！

大仙市誕生記念式典を挙行します

【問い合わせ・申し込み】

式典参加ご希望の方は、７月11日（月）まで本庁総合政策課☎0187－63－1111（内線210、211)または
各総合支所総務課へご連絡願います。
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●南外地区人口統計（平成17年5月31日）
■人口＝4,581人（大仙市：95,794人）　■世帯＝1,298世帯（大仙市：30,244世帯）　■面積＝98.85㎢（大仙市：866.68㎢）

「
総
合
支
所
便
り
」

第
６
回
目
は
、
い
で
湯
と
民
芸
の
里

南
外
総
合
支
所
か
ら
の
便
り
で
す
。

■
南
外
の
歴
史

　
大
仙
市
の
南
西
部
に
位
置
す
る
南
外
は
、

東
西
に
出
羽
丘
陵
の
山
並
み
が
連
な
り
、
地

区
面
積
の
４
分
の
３
が
山
地
に
囲
ま
れ
た
緑

豊
か
な
地
域
で
す
。
旧
石
器
時
代
お
よ
び
縄

文
時
代
の
遺
跡
を
は
じ
め
、
中
世
戦
乱
の
世

に
栄
枯
盛
衰
を
極
め
た
楢
岡
城
址
な
ど
、
南

外
が
古
く
か
ら
歴
史
的
・
文
化
的
に
先
進
地

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
跡
が
現
在
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
、雄
物
川
の
支
流
で
あ
る
楢
岡
川

を
境
に
し
て
並
存
し
て
い
た
南
楢
岡
村
と
外
小

友
村
が
合
併
し
南
外
村
が
誕
生
。こ
れ
に
よ
っ

て
現
在
の
南
外
地
区
が
形
作
ら
れ
ま
し
た
。

■
南
外
の
現
在

　
南
外
地
区
の
人
口
は
４
５
８
１
人（
大
仙

市
総
人
口
の
お
よ
そ
５
パ
ー
セ
ン
ト
）で
そ

の
お
よ
そ
３
割
を
65
歳
以
上
が
占
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
急
速
に
進
む

住
民
の
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
16

年
４
月
、
高
齢
者
福
祉
施
設
「
ぬ
く
も
り
の

さ
と郷
」
を
オ
ー
プ
ン
。
お
年
寄
り
と
そ
の
家
族

が
、
元
気
で
健
や
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
外
地
区
の
小
中
学
校
は
文
部
科

学
省
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
重
点
校
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
正
し
い
職
業
観
の
醸
成
を
目
的

に
、
職
場
訪
問
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
南
外
の
特
産
品

【
楢
岡
焼
】
幕
末
以
来
の
伝
統
の
あ
る
登
り

窯
が
造
り
上
げ
る
「
楢
岡
焼
」。
南
外
の
土
を

な
ま
こ

ゆ
う

ゆ
う
や
く

材
料
に
、
海
鼠
釉
と
呼
ば
れ
る
釉
薬
を
使
用

し
焼
き
上
げ
ら
れ
た
器
は
、
素
地
の
土
色
と

釉
薬
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
独
特
の
青
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
ま
た
実
用
性

も
高
い
こ
と
か
ら
、
県
内
外
に
多
く
の
愛
用

者
が
い
ま
す
。

【
自
然
酒
「
楢
岡
城
」】
有
機
栽
培
さ
れ
た
南

外
産
の
酒
米
と
貝
化
石
の
湧
き
水
を
仕
込
み

水
に
、
昔
な
が
ら
の
山
廃
仕
込
み
で
醸
造
さ

れ
た
日
本
酒
「
楢
岡
城
」
は
、
濃
厚
な
中
に

サ
ラ
リ
と
し
た
飲
み
口
で
、
日
本
酒
フ
ァ
ン

に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
外
地
区
で
は
地
酒
を
核
に
す
え
た
地
域
お

こ
し
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
３
月
に「
酒
遊
サ

ミ
ッ
ト
in
な
ん
が
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ふ
な

だ

参
加
者
は
、槽
出
し
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
酒
の

試
飲
や
楢
岡
焼
製
作
体
験
を
楽
し
め
る
ほ
か
、

交
流
会
で
は
酒
と
郷
土
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、１
日
で
南
外
を
丸
ご
と
堪
能
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

■
南
外
の
見
ど
こ
ろ

【
豊
か
な
温
泉
資
源
】
古
く
か
ら
湯
治
場
と

し
て
知
ら
れ
る
南
外
。
公
共
の
温
泉
施
設

「
ふ
る
さ
と
館
」
を
は
じ
め
、
お
よ
そ
３
０
０

年
の
伝
統
を
誇
る
名
湯
岩
倉
温
泉
や
、
清
流

楢
岡
川
を
眼
下
に
望
む
湯
ノ
神
温
泉
郷
は
、

す
べ
て
が
天
然
温
泉
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
で
泉
質
が
異
な
る
た
め
そ
の
効
用
も
さ

ま
ざ
ま
。
お
盆
や
お
正
月
、
紅
葉
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
東
北
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
や
湯

治
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

「だいせん」でもがんばるぞ！

南外幼稚園の子どもたち
（南外ふれあいパークで撮影）

大仙市
南外体

育館

南外ふ
れあい

パーク
でひと

き

わ目を
引く南

外体育
館は、ピ

ラミッ
ド型の

ユニー
クな外

観

が特徴
で、南外

地区の
シンボ

ルマー
ク的役

割を果
たして

い

ます。テ
ニスコ

ート２
面分の

フロア
は床暖

房が完
備され

て

おり、い
つでも

快適に
スポー

ツを楽
しむこ

とがで
きます

。
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●ぬくもりの郷
短期入居が可能な「生活支
援ハウス」や「デイサービ
スセンター」、天然温泉に
入浴可能な交流空間「介護
予防拠点施設」など、多機
能を備えた老人総合福祉施
設です。

●楢岡焼
実用と美を兼ね備えた伝統工芸品。窯
元では陶芸体験の申し込みを受け付け
ています。問い合わせ・申し込みは
「楢岡陶苑」☎ 0187-73-1018まで

●なんがいふるさと館
天然温泉が自慢の公共の宿。泉質はナ
トリウム・カルシウム塩化物硫酸塩泉
で、慢性皮膚病や慢性婦人病に効果が
あります。

●不動の滝公園
滝つぼに流れ落ちる水の音
をBGM に森林浴や散歩を
楽しむことができる緑豊か
な公園です。
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子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
花
を

「
南
外
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

し
ぜ
ん

　
６
月
10
日（
金
）、
南
外
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
至
禅
会
」

（
加
賀
屋
良
治
代
表
）が
南
外
幼
稚
園
で
花
だ
ん
整
備
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、南
外
保
育
園
開
園
当
時
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
７
回
目
。
今
回
は
会
員
19
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
初
夏
ら
し
く
な
い
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
日
。
参
加
者

は
、
園
舎
前
の
草
取
り
を
し
た
あ
と
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を

植
栽
し
、
花
だ
ん
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
に

は
、
き
れ
い
な
花
が
身
近
に
あ
る
環
境
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に

遊
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
作
業
に
励
む
参
加
者
た
ち
は
、
笑

顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
な
百
歳 

み
ん
な
の
目
標
に

「
長
寿
祝
い
金 

三
浦
タ
マ
エ
さ
ん
」

　
６
月
13
日（
月
）、満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
三
浦
タ
マ

エ
さ
ん（
北
長
野
茶
畑
）の
長
寿
祝
金
贈
呈
式
が
、
桜
寿
苑

（
中
仙
地
区
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
に
は
、
家
族
と
入
所
者
、
職
員
が
見
守
る
中
、

秋
田
県
か
ら
祝
い
品
、
市
か
ら
祝
い
金
、
桜
寿
苑
か
ら
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
は
終
始
に
こ
や
か
な
表
情

で
、
贈
呈
の
た
び
に
て
い
ね
い
に
お
礼
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
し
っ
か
り
者
で
、身
の
回
り
の
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
自
分
で
行
い
、
友
人
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
当
日
の
昼
食
時
に
は
元
気
な
三
浦
さ
ん
を
目
標
に
す
る
こ

と
を
誓
い
、
入
所
者
と
職
員
が
そ
ろ
っ
て
「
あ
ま
え
こ
」
で

乾
杯
を
し
、
三
浦
さ
ん
の
長
寿
を
温
か
く
祝
福
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
１
５
６
人
の
唄
い
手
が
参
加

「
第
17
回
秋
田
お
ば
こ
節
全
国
大
会
」

　
６
月
12
日（
日
）、第
17
回
秋
田
お
ば
こ
節
全
国
大
会
が
大

曲
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、大
賞
の
部
で
高
橋
一
郎（
山
内
村
）

さ
ん
が
優
勝
し
、
全
国
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
全
国
か
ら
１
５
６
人
が
参
加
し
、
大
賞
、
熟
年

（
65
歳
以
上
）、
年
少（
中
学
生
以
下
）の
３
部
門
に
分
か
れ
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
賞
の
部
】
▽
優
勝
＝
高
橋
一
郎
▽
準
優
勝
＝
大
塚
有
朗

（
千
葉
県
）▽
第
３
位
＝
深
瀬
康
子（
大
仙
市
長
野
）【
熟
年
の

部
】▽
最
優
秀
賞
＝
佐
々
木
勲
一（
大
潟
村
）▽
優
秀
賞
＝
佐

藤
レ
イ
子（
田
代
町
）▽
敢
闘
賞
＝
平
柳
良
蔵（
羽
後
町
）【
年

少
の
部
】最
優
秀
賞
＝
畠
山
栞（
比
内
町
）▽
優
秀
賞
＝
地
主

和
希（
田
沢
湖
町
）、
伊
藤
香（
湯
沢
市
）　
　
　<

敬
称
略>

歴
史
と
風
情
あ
る
庭
園
を
巡
る

「
池
田
氏
庭
園
特
別
公
開
」

　
昨
年
２
月
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
池
田
氏
庭
園
の
特

別
公
開
が
６
月
11
日（
土
）、12
日（
日
）の
両
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
初
公
開
か
ら
３
回
目
と
な
る
特
別
公
開
に
は
、

県
内
外
か
ら
約
２
５
０
０
人
の
見
学
者
が
訪
れ
、
学
術
的
・

鑑
賞
的
価
値
が
高
い
庭
園
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
庭
園
と
し
て
は
県
内
初
の
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、敷
地

面
積
４
２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
庭
園
に
は
、国

内
最
大
級
の
雪
見
灯
籠
や
県
内
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
洋
館
な
ど
が
残
り
、
明
治
・
大
正
時
代
の
面
影
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見

せ
る
景
色
を
写
真
に
納
め
た
り
、庭
園
の
す
ば
ら
し
さ
に
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
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歩
く
楽
し
さ
を
知
り
、
体
に
い
い
こ
と
し
よ
う

「
大
曲
な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
６
月
19
日（
日
）、大
曲
な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
雄
物

川
河
川
緑
地
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、４
９
４
人
の
方
々
が
参

加
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
歩
く
こ
と
で
そ
の
楽
し
さ
を
知
り
、体
に
い
い
こ
と
を
し

よ
う
と
秋
田
県
の
「
健
康
秋
田
21
計
画
」
の
一
つ
と
し
て
全

県
一
斉
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
。 

開
始
前
に
は
、
日
本

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
の

準
備
運
動
や
正
し
い
歩
き
方
の
指
導
を
受
け
て
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
２
種
類
の

コ
ー
ス
か
ら
、
各
自
の
体
力
に
あ
っ
た
距
離
を
選
び
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
完
歩
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
蒸
し
暑
い
天
候
で
し
た
が
、西
山
と
雄
物
川
の
緑
の
山
河

を
楽
し
み
な
が
ら
、
会
話
も
弾
ま
せ
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

新
鮮
な
野
菜
は
い
か
が
で
す
か

「
大
曲
農
業
高
校
太
田
分
校
の
野
菜
直
売
所
開
設
」

　
６
月
14
日（
火
）か
ら
３
日
間
、大
曲
農
業
高
校
太
田
分
校

に
よ
る
野
菜
や
花
苗
な
ど
の
直
売
会
が
、太
田
交
流
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
、
販
売
品
は
い
ず
れ
も
完
売
と
大
盛
況
で
し
た
。

　
太
田
分
校
は
普
通
科
の
み
で
す
が
、
週
２
〜
４
時
間
程

度
、
農
業
実
習
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
敷
地

内
の
実
習
田
や
ハ
ウ
ス
な
ど
で
丹
精
込
め
て
米
や
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
。
　
昨
年
ま
で
は
、
地
区
内
を
生
徒
た
ち
が

訪
問
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
か
ら
直
売
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
の
販
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
習
を
指
導
し
て
い
る
伊
藤
先
生
は
、「
予
想
以
上
の
反

響
に
生
徒
た
ち
も
手
ご
た
え
を
感
じ
た
様
子
。今
後
も
旬
の

作
物
を
並
べ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
が
大
切
で
す

「
災
害
対
策
功
労
者
表
彰 

伊
藤
正
勝
さ
ん
」

　
６
月
14
日（
火
）、
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
参
事
兼

通
信
指
令
課
長
の
伊
藤
正
勝
さ
ん
が
、
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
災
害
対

策
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
、
雄
物
川
流
域
31
市
町
村
の
水
防
団
や
自
衛
隊
、
小
中
高

校
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
４
５
０
０
人
が
参
加
し
た
雄
物
川
水
防
演
習

で
の
尽
力
や
、
日
ご
ろ
か
ら
水
防
意
識
の
高
揚
と
水
防
体
制
に
努
め
ら

れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
演
習
で
は
、
会
場
整
備
や
シ
ナ
リ
オ
作

成
、
部
隊
運
用
な
ど
、
１
年
以
上
の
時
間
を
費
や
し
な
が
ら
綿
密
に
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
成
功
に
導
き
ま
し
た
。

　「
伝
統
的
水
防
工
法
で
あ
る
川
倉
工
を
見
て
い
た
だ
き
、
先
人
が
築
い
て
き
た
技
に
よ
る
水
防
の
大
切
さ
を
伝
え
た
か
っ

た
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
梅
雨
時
の
出
水
期
を
迎
え
ま
す
。
防
災
に
対
す
る
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
」

と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。
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６
月
19
日（
日
）、大
曲
市
民
会
館
へ
の
長
蛇

の
列
。
先
頭
を
見
る
と
、
32
nd
蔦
バ
レ
エ
研
究

所
発
表
会
を
訪
れ
る
人
た
ち
。
昼
夜
２
回
の

公
演
に
約
１
８
０
０
人
の
方
々
が
訪
れ
た
。

　
吉
沢
蔦
バ
レ
エ
研
究
所（
大
曲
花
園
町
）が
年

１
回
開
催
す
る
発
表
会
に
は
、
毎
年
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
詰
め
か
け
る
が
、
中
央
で
活

躍
中
の
ゲ
ス
ト
ダ
ン
サ
ー
を
交
え
て
の
メ
イ

ン
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
々
も
多
い
。

今
年
は
、
三
湖
伝
説
よ
り
「
辰
子
と
八
郎
」
が

演
じ
ら
れ
、
池
田
美
佳
さ
ん
は
、
美
し
き
娘
、

後
に
竜
に
な
る
田
沢
湖
の
辰
子
を
演
じ
た
。

　
現
在
、
明
治
大
学
文
学
部
３
年
で
演
劇
学

専
攻
の
池
田
さ
ん
。
バ
レ
エ
を
始
め
た
の
が

小
学
１
年
生
。
こ
の
発
表
会
に
出
演
す
る
友

達
を
見
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の

後
、
迷
わ
ず
研
究
所
の
門
を
叩
い
た
。

　
身
長
１
６
５
セ
ン
チ
、
そ
の
ス
ラ
リ
と
伸

び
た
肢
体
の
演
技
は
、
柔
ら
か
で
、
時
に
は
力

強
く
、
美
し
さ
が
人
々
を
引
き
つ
け
る
。

　
14
年
間
指
導
を
続
け
る
吉
沢
さ
ん
は
、

「
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
容
姿
に
恵
ま
れ
素
直
な

性
格
。
常
に
新
し
い
技
術
を
学
ぼ
う
と
す
る

前
向
き
な
姿
勢
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

彼
女
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
若
い
ダ
ン

サ
ー
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
手
本
と
な
る
べ

く
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
」
と
逸
材
ぶ
り
に
期
待
す
る
。

　
数
々
の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
る
彼

女
。
５
月
に
行
わ
れ
た
「
第
18
回
こ
う
べ
全
国

洋
舞
コ
ン
ク
ー
ル
」
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
シ
ニ
ア

部
門
に
出
場
し
、
第
２
位
に
輝
い
た
。
大
学
受

験
や
学
業
な
ど
が
忙
し
く
、４
年
ぶ
り
と
な
る

大
舞
台
へ
の
出
場
。
作
品
「
風
紋
に
忘
れ
か
け

た
時
を
刻
み
」と
い
う
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
曲
に
の

せ
た
演
技
は
、砂
丘
に
刻
ま
れ
る
時
の
流
れ
で

あ
る
「
風
紋
」
に
、
自
分
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
重
ね
た
作
品
。そ
の
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ

な
い
演
技
は
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

　
ま
た
、
専
門
と
す
る
分
野
で
芸
術
活
動
の

実
績
が
あ
り
、
芸
術
家
と
し
て
の
将
来
性
が

あ
る
と
文
化
庁
が
認
め
る
「
新
進
芸
術
家
国

内
研
修
員
」
と
し
て
、
先
月
か
ら
10
カ
月
間
、

現
代
舞
踊
協
会
副
会
長
を
務
め
る
西
田
尭
さ

ん
の
も
と
で
研
修
を
積
ん
で
い
る
。

　「
４
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
と
、初
め
て
の
シ
ニ
ア

部
門
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
と
違
っ
た
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
ぶ
こ
と
、
貴
重
な

■いけだ  みか
昭和59年７月２日旧大曲市生まれ。
明治大学文学部３年演劇学専攻。
小学１年生からバレエを始め、吉沢蔦氏に師事。
埼玉全国舞踊コンクール第２位、あきた全国舞
踊コンクール第１位、北九州＆アジア全国洋舞
コンクール第１位。そして４年ぶりの挑戦とな
る今年のこうべ全国洋舞コンクール第２位な
ど、輝かしい成績を収めている。
平成15年旧大曲市芸術文化賞栄光賞受賞。
現在、文化庁新進芸術家国内研修員として研修
を受けている。

ダ
ン
ス
の
魅
力
を
伝
え
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い

平
成
17
年
度
文
化
庁
新
進
芸
術
家
国
内
研
修
員

池 

田 

美 

佳 

さ
ん
（
大
曲
中
通
町
・
20
歳
）

出
会
い
、
さ
ら
に
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
明

確
に
な
り
、
非
常
に
有
意
義
な
経
験
で
し
た
」

と
コ
ン
ク
ー
ル
を
振
り
返
る
。

　
ま
た
、
難
関
を
突
破
し
、
研
修
員
と
い
う
名

誉
あ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
て

「
多
く
の
舞
台
を
経
験
し
、
技
術
や
表
現
力
の

向
上
に
努
め
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
、
吸

収
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
趣
味
は
「
バ
レ
エ
」
と
答
え
る
彼
女
。
音
楽

が
好
き
で
、
体
が
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
り

出
す
。「
日
々
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
学
ん
で
い
き
た

い
で
す
。
郷
土
で
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
魅
力
を

人
々
に
伝
え
、
少
し
で
も
地
域
社
会
の
総
合

芸
術
の
向
上
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」。

　
20
歳
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。 スラリと伸びた肢体。美

しさが観衆を魅了する。
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【問い合わせ】
秋田県立農業科学館
☎ 0187-68-2300まで（月曜休館）
※月曜が祝日の場合、火曜日が休館日になります

企画展････････････････････・・・・・・・

■富貴蘭・ウチョウ蘭展

　期間／７月16日（土）から18日（月）まで

■涼を呼ぶ観葉植物展

　期間／７月20日（水）から８月14日（日）まで

■ボタニカルアート展

　期間／７月26日（火）から８月14日（日）まで

おやこ自然教室･･････････････・・・・・

■草花を育てよう

　対象／幼児、小・中学生と親

　期日／７月２日（土）

　時間／午前９時30分～正午

　定員／20人

　参加費／無料

■夏休み大作戦①ハーブで遊ぼう

　対象／幼児、小・中学生と親

　期日／７月30日（土）

　時間／午前９時30分～正午

　定員／20人

　参加費／無料

※おやこ自然教室への参加申し込みは、

開催日の１カ月前から電話（0187-68-

2300）で受け付けます。

夏の特別展･･･････････････・・・・・・・・

■ひまわり展

　期間／７月12日（火）から８月７日（日）まで

■山野草寄せ植え展

　期間／７月29日（金）から31日（日）まで

大 仙 市 の 行 事 予 定
７月１日（金）～７月20日（水）

休祭日救急医療センター（大曲保健センター内）
■内科・小児科■午前10時～午後４時☎ 0187-62-1015

行事予定は都合により日程が変わる場合もあります

小学校芸術鑑賞事業中国芸能（雜技と京劇）
　■午前９時（１回目）・午後１時30分（２回目）開演■大曲市民会館（1,500円）

(金)17/

身体障害者巡回相談■午前10時～正午■大曲仙北広域交流センタ－※P5
大曲養護学校七夕花火■午後６時30分■大曲養護学校駐車場※P14

(金)15

大仙市誕生記念式典■午前10時■大曲市民会館※P7
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：城南堂医院（角館町）☎ 0187-54-3678

(月)18

日本舞踊公演 舞踊で綴るみちのく 大仙 そして大曲の花火
■午後２時30分開演■大曲市民会館（全席自由一般4,000円・学生2,000円）

(土)16

四季の料理教室■午前10時■女性センター（1,000円）※P10(火)19
(水)20

ピアノデュオコンサート
　■午後３時開演■中仙市民会館（全席自由2,000円）

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-62-5058

(日)17

市営住宅（神岡・協和・南外）入居申込受付期限※P5(木)14

第２回夜なべ鞠水塾■午後６時30分■大曲公民館※P5(水)13

(月)11 市長面会日■午前9時30分■中仙総合支所
ごみ処理施設見学会■時間までに各集合場所へ集合※P5

(火)12

東部農業委員会委員一般選挙および西部農業委員会委員一般選挙投票日
ニッコウキスゲ観賞登山■午前６時■太田国民休養地「奥羽山荘」集合
健康づくりセミナー■午前９時30分■ペアーレ大曲（大曲中通町）
休日外科当番医：大曲中通病院(大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：たかはし歯科クリニック（仙北）☎ 0187-62-6800

(日)10

9 (土)

(金)8

(木)7

(水)6

在住外国人のための専門家出張相談会■午後２時■横手市朝倉公民館（無料）5 (火)

父子手当て申請開始（～８日）※P4
わらび座「響」(HIBIKI)チケット発売開始
　■９月３日（土）■一般1,000円・学生500円■協和市民センター☎018-892-3820

4 (月)

東部農業委員会委員一般選挙および西部農業委員会委員一般選挙告示
身体障害者巡回相談■午前10時～正午■大曲仙北広域交流センタ－※P14
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：高山歯科医院（美郷町千畑地区）☎ 0187-85-3911

3 (日)

小松英典リサイタル
　■午後６時30分開演■大曲市民会館（全席自由一般2,500円、学生1,500円）

七夕花火
　■午後７時30分■丸子橋および周辺緑地

2 (土)

海の日

協和保育園竣工式■午前10時

協和七夕花火■午後7時50分■ロイヤルセンチュリーゴルフ場入口

7月の
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宅地建物取引主任者

資格試験

　宅地建物取引主任者資格試験を

行います。願書は７月29日（金）

まで、秋田県宅地建物取引業協会

大曲仙北支部（大花町6-27 丸重

不動産内）で配布しています。

◆受験資格／県内在住の方

◆期日／10月16日（日）

◆時間／午後１時～３時

◆会場／秋田工業高校（秋田市）

◆受験料／7,000円

◆申し込み方法／秋田県宅地建物

取引業協会へ願書を郵送するか、

インターネット(h t t p : / / w w w.
ret io.or. jp)で申し込み
◆申込受付期間／

【インターネット】７月１日（金）

午前９時30分から14日（木）午後

９時59分まで

【郵送】７月１日（金）から29 日

（金）まで※当日消印有効

【問い合わせ】

秋田県宅地建物取引業協会大

曲仙北支部

☎ 0187-63-0416まで
秋田県宅地建物取引業協会

☎ 018-865-1671まで

お待ちしています

大曲農業高校販売所

◆期日／７月14日から10月20

日までの毎週木曜日（８月18日、

９月１日は除く）

◆時間／午前11時～午後０時30分

◆会場／大曲農業高校生物工学科

温室前車庫

◆販売物／卵、加工食品、草花、

果樹、露地・施設野菜など

【問い合わせ】

大曲農業高校 佐々木（雄）さん

☎ 0187-63-2257まで

受講者募集

母子家庭の母・寡婦の方

母子家庭の母・寡婦の方を対

象に、就業するために必要な知識

および技術を習得する講習会を行

います｡

■調理員養成講習会

◆期日／７月20 日（水）・22 日

（金）・24日（日）

◆会場／横手市役所分庁舎（横手

市四日町）

◆参加費／750 円（テキスト代）

◆申込受付期限／７月12日（火）

■訪問介護員養成研修（２級課程）

◆期間／７月23日（土）から12月

22日（木）まで。

◆会場／すこやか横手（横手市）、

南部老人福祉総合エリア（大森町）

◆定員／20人

◆受講料／5,000円（テキスト代）

◆申込受付期限／７月14日（木）

【問い合わせ・申し込み】

本庁児童家庭課家庭援護班

☎ 0187-63-1111（内線181）
秋田県ひとり親家庭・就業自

立支援センター

☎ 018-896-1531まで

ご遺族のみなさんへ

戦没者等の特別弔慰金

　戦没者等の死亡当時の遺族で、

遺族年金等を受ける方がいない場

合、次の優先順位で特別弔慰金が

支給されます。

◆優先順位／

①平成17年４月１日までに弔慰
金の受給権を取得した方

②戦没者等の子
③戦没者等と生計関係があった父
母、孫、祖父母、兄弟姉妹（姓が変

わっている方、遺族以外の方と養

子縁組している場合を除く）

④③以外の父母、孫、祖父母、兄
弟姉妹

⑤三親等内の親族で、戦没者等の
死亡時まで引き続き１年以上生計

関係があった方

◆支給額／年額４万円（10年償還）

◆申込受付期間／７月１日から平

成20年３月31日まで

※お早めに申し込みください。

【問い合わせ・申し込み】

本庁社会福祉課企画班

☎0187-63-1111（内線162）まで

ご相談ください

身体障害者巡回相談

　身体に障害のある方（義肢・肢

体）のため、身体障害者巡回相談

を行います｡質問も受け付けます。

◆日時／７月15日（金）午前10時

～正午

◆会場／広域交流センター（大曲地区）

◆持参するもの／障害者手帳、印鑑

【問い合わせ】

本庁援護福祉課障害班

☎0187-63-1111（内線168）まで

次回広報は７月15日（金）に行政協力員へお届けします

募集しています

調理・販売ボランティア

　福祉店舗「ほっぺ」では、焼き

そばの移動調理販売を手伝ってく

れるボランティアと、働くことを

希望する障害者の方を募集してい

ます。

◆対象／障害者の社会参加に理解

があり、調理の得意な方（性別は

問いません）

◆定員／３人

◆謝礼／交通費と昼食程度

【問い合わせ・申し込み】

NPO法人 障がい者自立セン

ター「ほっと大仙」

☎ 0187-62-7766まで

　青少年を非行から守り、健全に育成するため、市では講演会や研修会、パ

トロールなどを実施し青少年の非行防止対策に取り組んでいます。青少年が

健全に育っていける環境づくりにご協力ください。

７月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」

アルバイト募集「市民プール監視員」
　市民プール監視員（アルバイト）を募集しています。

◆対象年齢／16歳から29歳までの方

◆定　　員／若干名

◆申込受付期限／７月８日（金）

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122まで
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来てみてください

アイキャラバン2005in秋田

　視覚障害の方がより快適に暮ら

せるためのQOL講演会、福祉機
器展、就労相談会などを行いま

す。※就労相談会は申し込みが必

要です。

◆日時／７月３日（日）午前10時

受け付け、午前10時45分講演開始

◆会場／秋田県社会福祉会館９・

10階（秋田市）

◆講師／山田信也さん

【問い合わせ・申し込み】

小林さん☎ 0183-62-4191
長沢さん☎018-857-4112まで

身近な自然を考える

水と緑のサミット

　水と緑の保全をテーマに、水中

写真家「中村征夫さん」の映像と

トーク、展示会などを行います。

◆日時／７月23日（土）午後１時

～４時

◆会場／秋田市民交流プラザ「ア

ルヴェ」１階きらめき広場（秋田市）

◆申し込み／いす席（全200 席）

を希望される方は事前に申し込み

ください

【問い合わせ・申し込み】

秋田県森林環境対策室

☎ 018-860-1750まで

秋田県立大曲養護学校

第14回「七夕花火大会」

　大曲養護学校寄宿舎では「七夕

花火大会」を行います｡一緒に

ゲームや花火を楽しみませんか。

◆日時／７月15日（金）午後６時

30分

◆会場／大曲養護学校駐車場

※雨天時は体育館

【問い合わせ】

大曲養護学校

☎ 0187-68-4123まで

■人　口　95,794人 （－  83）

　　　男　45,527人 （－150）

　　　女　50,267人 （－  33）

■世帯数　30,244世帯（－1 9）

（５/31現在）

※ （　） 内は前月比

ルールを守ってください

ほたる観賞

　大曲地区内小友の余目（高寺川）で

は６月の下旬から８月上旬まで

「ほたる」を観賞することができま

す｡ほたるの保護育成や川への転落

防止のため、ルールを守って楽しく

観賞しましょう｡

◆観賞のルール／

①ほたるを採らない、さわらない
②懐中電灯で照らさない
③携帯電話で写真を撮らない
④ほたるの水路脇まで車で入らない
⑤たばこの吸殻やごみを捨てた
り、大声で騒がない

【問い合わせ】

内小友公民館

☎ 0187-68-2033まで

森と湖に親しむ旬間

協和ダムイベント

　７月21日（木）から31日（日）ま

では「森と湖に親しむ旬間」です。

協和ダムでは関連イベントとして

協和中学校吹奏楽部によるコン

サートやダムの見学会を行います｡

◆日時／７月23日（土）午前10時

◆会場／協和ダム・大川前公園

（ダム下流）※雨天の場合「美山荘」

【問い合わせ】

協和ダム管理事務所

☎ 018-893-2801まで

中仙市民会館事業
チケット発売開始

◆事業名／沢田知可子with岡崎

倫天アコースティックライブ

◆開催日時／９月25日（日）午後

６時30分開演

◆料金／3,000円（全席指定）

◆発売日／７月24日（日）午前９時

※各プレイガイド（大曲市民会館、

協和市民センター、仙北ふれあい

文化センター他）にて発売

【問い合わせ】

中仙市民会館（ドンパル）

☎ 0187-56-7200まで

学びませんか

子育てサポーター養成講座

◆対象／全日程参加できる方

◆期日／９月15日から10月20

日までの毎週木曜日

◆時間／午前10時～午後３時

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆定員／30人程度

◆受講料／5,000円（テキスト代等）

◆申込受付期限／８月12日（金）

【問い合わせ・申し込み】

みらい子育てネットあきた（県

庁子育て支援課内）

☎ 018-863-8781まで

体を動かしませんか

熟年ミニテニス大会

◆参加資格／２人１組（各50 歳

以上で性別は問いません）

◆日時／７月24日（日）午前９時

◆会場／サンクエスト大曲

◆参加費／１組1,000円

◆申込受付期限／７月20日（水）

【問い合わせ・申し込み】

参加費を添えてサンクエスト大曲

☎ 0187-63-5572まで

参加しませんか

大曲家庭バレーボール大会

◆対象／旧大曲市内に居住する既

婚女性（６人制・９人制バレー

ボールメンバー以外の方）

◆日時／７月24日（日）午前９時

◆会場／大曲体育館

◆参加費／１チーム2,000円（抽

選日に納入）※組み合わせ抽選会

は７月19日（火）午後０時10分か

ら大曲武道館で行います。

【問い合わせ】

スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122まで
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① 30人　②40人　③70人　　
応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は７月15日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、Eメール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 ７月10日の大仙市農業委員会委員一般選挙
選挙で選ばれる農業委員は何人でしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分が当たる 6
▼
前
回
の
広
報
裏
表
紙
に
掲
載
し
た
「
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
観
賞
登
山
」
の
写
真
▼
私
は
学
生
時
代
山

岳
部
に
所
属
。
和
賀
・
薬
師
岳
に
は
何
度
か
登
る

機
会
が
あ
り
、
懐
か
し
い
当
時
を
思
い
出
し
た
▼

競
技
登
山
で
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
い
た
あ

の
こ
ろ
、
景
色
や
植
物
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が

ら
の
登
山
は
考
え
た
事
も
な
か
っ
た
。
夢
中
で
登

り
、
競
技
に
必
要
な
山
の
知
識
を
詰
め
込
み
、
全

国
大
会
出
場
だ
け
を
目
標
に
頑
張
っ
た
▼
他
と
く

ら
べ
決
し
て
華
や
か
と
は
い
え
な
い
競
技
で
は

あ
っ
た
が
、
自
炊
や
テ
ン
ト
生
活
を
通
じ
、
仲
間

と
の
交
流
、
家
族
の
あ
り
が
た
さ
や
大
切
さ
を
学

ぶ
事
が
で
き
、
自
分
な
り
に
良
い
学
生
時
代
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
▼
卒
業
し
て

か
ら
も
何
度
か
山
に
登
っ
た
。
目
の
前
に
広
が
る

眺
望
と
色
と
り
ど
り
の
高
山
植
物
、
友
人
と
思
い

出
話
を
し
な
が
ら
頂
上
で
沸
か
し
て
飲
ん
だ
コ
ー

ヒ
ー
の
う
ま
さ
は
格
別
だ
っ
た
▼
空
ま
で
続
く
緑

と
黄
色
の
和
賀
・
薬
師
岳
の
写
真
。
年
月
は
経
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
あ
の
こ
ろ
ゆ
っ
く
り
と
見
る
事

の
で
き
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
を
、
今
度
は

思
い
出
と
一
緒
に
写
真
に
納
め
て
み
た
い
。（
朋
）

　
大
仙
市
と
美
郷
町
、
真
木
真
昼
県
立
自
然

公
園
を
美
し
く
す
る
会
で
は
、
真
木
真
昼
県

立
自
然
公
園
の
四
季
を
テ
ー
マ
（
被
写
体
は

自
由
）
に
、
真
木
真
昼
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙（
自
作
可
）に
①
写
真
の
題
名
②

撮
影
場
所
③
撮
影
年
月
日
④
住
所
⑤
氏
名
⑥

年
齢
⑦
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
と
学

年
）⑧
電
話
番
号
⑨
カ
メ
ラ
の
種
類
⑩
写
真
の

返
却
希
望
の
有
無
を
記
入
し
、
作
品
１
枚
ご

と
に
申
込
用
紙
１
枚
を
添
付
し
て
応
募
く
だ

さ
い
。

　 

応
募
作
品
は
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
内

で
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の
で
１
人
何
点
で

も
応
募
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
入
賞
は
１
人
１

点
で
、
合
成
し
た
作
品
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

　
入
賞
・
入
選
作
品
は
、
大
仙
市
、
美
郷
町
の

公
共
施
設
等
に
展
示
す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
入
選
以
上
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
の
で
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
川
口
渓
谷
は
、
か
ぶ
り
岩
付
近
の
災
害
防

除
工
事
の
た
め
、
17
年
中
は
通
行
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
立
自
然
公
園
指
定
30
周
年
記
念
事
業

「
真
木
真
昼
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

作品規格／カラープリント４ツ切りサイズの１枚写真（台紙不要、インクジェッ
トプリント不可、写真店でのプリントに限る）

申込受付期間／平成18年11月20日（月）まで
発　　表／平成18年12月に入選者に直接通知します
表　　彰／平成19年１月11日予定
賞金・賞品／【最優秀賞】賞金５万円（１点）【優秀賞】賞金３万円（３点）

【特 別 賞】賞金１万円（５点）【入　選】賞金５千円（10点）
※応募者が学生の場合は、賞金に代えて図書券をお贈りします。

【問い合わせ・申し込み】
大仙市太田総合支所地域振興課（〒019-1692大仙市太田町太田新田田尻３番地４）
☎ 0187-88-1112
美郷町商工観光課（〒019-1404美郷町六郷上町21番地）
☎ 0187-84-1111まで

※応募作品は、秋田県内のフジカラープリント取扱店でも受け付けています。


